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プレス発表資料（レク付き資料配付） 
平成２５年１０月１１日（訂正版） 

独立行政法人 防災科学技術研究所 

 

『 J
ジェイ

-RISQ
リ ス ク

地震速報』を実験的に公開 

～地震発生直後に揺れの状況や震度遭遇人口の情報をコンパクトに提供～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本件配布先：文部科学記者会、科学記者会、筑波研究学園都市記者会 

 

２．会見詳細 

・場 所：つくば市竹園 2-20-5  研究交流センター第一会議室 

 

・日 時：平成２５年１０月１６日（水）１３：００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（連絡先） 

独立行政法人防災科学技術研究所 

 アウトリーチグループ 

  三好・大石 

 電 話：029-863-7768 

 ＦＡＸ：029-851-1622 

＜内容に関するお問い合わせ＞ 

独立行政法人防災科学技術研究所 

 地震・火山防災研究ユニット 

 地震・火山観測データセンター長 

  青井 

 電 話：029-863-7626 

  ＦＡＸ：029-860-2317 

独立行政法人防災科学技術研究所（理事長 岡田義光。以下、防災科研）は、

１０月１６日、『J-RISQ地震速報』を実験的に公開します。 

本システムは、防災科研が開発を進めているリアルタイム地震被害推定システ

ム（J-RISQ）で推定される情報を用いて、市区町村ごとの揺れの状況や、一定レ

ベル以上の揺れにどれくらいの人が遭遇した可能性があるかを示す震度遭遇人

口、周辺地域での過去の被害地震、将来の揺れの超過確率を考慮した地震ハザー

ド情報等を、地図や表を用いて総合的に分かりやすくコンパクトにまとめた Web

サービスです。 

URL: http://www.j-risq.bosai.go.jp/report/ 

（公開：１０月１６日（水）１３：００） 

本件について１０月１６日研究交流センター(つくば市)にて会見を行います。 
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地震の発生直後に揺れの状況や震度遭遇人口の情報を 

分かりやすくコンパクトに提供するサービス 

『 J
ジェイ

-RISQ
リ ス ク

地震速報』 

１．概要 

『J-RISQ 地震速報』とは、防災科研が開発を進めているリアルタイム地震被

害推定システム（J-RISQ）※1において地震発生直後に推定される情報を用いて、

市区町村ごとの揺れの状況や、一定レベル以上の揺れにどれくらいの人が遭遇

した可能性があるかを示す震度遭遇人口※2、周辺地域での過去の被害地震、将来

の揺れの超過確率※3 を考慮した地震ハザード情報※4 等を、地図や表を用いて総

合的に分かりやすくコンパクトにまとめた Webサービスです。 

J-RISQ地震速報は、概ね震度 4震度 3程度以上の揺れが観測された地震が発

生した場合に、情報提供を開始します。そして、その時点で得られる最新の揺

れの情報を用いた推定結果を表示し、新たに揺れの情報を入手した場合は、逐

次その推定結果を更新することで、推定精度の向上を図ります。（地震発生の状

況によりますが、1つの地震に対して複数回情報が更新されます。） 

 

（１０月１６日（水）１３：００公開） 

URL: http://www.j-risq.bosai.go.jp/report/ 

 

２．本サービスについて 

 『J-RISQ地震速報』の提供を 2013年 10月 16日（水）13時より開始します。

閲覧方法は次の通りです。 

J-RISQ地震速報の URL（http://www.j-risq.bosai.go.jp/report/）にアクセ

スして、 

 

① 画面左上のカレンダから閲覧したい地震の発生した日をクリックします。 

② 画面左下に選択した日の J-RISQ地震速報の一覧が出てきますので、その中

から閲覧したい情報をクリックします。 

③ 画面右側に選択した J-RISQ地震速報が表示されます。 

④ 画面右上の「PDF ダウンロード」をクリックすると、画面に表示されてい

る情報を PDF形式でダウンロードすることができます。 

別紙資料 
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『J-RISQ地震速報』の Webサイトのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本サービスを利用する際に注意して頂きたいこと 

 J-RISQ地震速報における観測震度データは、その時点で得られている観測

データに基づいている等の理由により、気象庁発表の震度情報と一致しな

い場合があります。 

 推定された震度は、地盤の揺れやすさ等の条件により、最大観測震度より

も大きくなる場合があります。 

 震度遭遇人口に用いている人口データは、平成 17年国勢調査及び平成 18

年事業所・企業統計調査結果に基づいているもので、現在の人口分布と異

なります。 

 

【謝辞】 

リアルタイム地震被害推定システム（J-RISQ）で用いている揺れの情報の一部

（地方公共団体及び気象庁の震度データ）につきましては、気象庁より提供し

て頂いているものです。記して感謝致します。 

 

【参考文献】 

青井・他, J-RISQ による震度暴露人口のリアルタイム推定, 日本地震学会講

演予稿集 2013年度秋季大会, B32-08, 2013. 

①閲覧したい地震の発生した日をクリック 

③J-RISQ地震速報が表示されます。 

④PDF形式でダウンロード

することも可能です。 

②J-RISQ 地震速報の一覧から閲覧したい情報を

クリック 
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『J-RISQ地震速報』結果サンプル 
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『J-RISQ地震速報』結果サンプル 【解説付き】 

 

情報発表時刻 

J-RISQ地震情報の発表時刻です。 

１つの地震に対して複数回情報が

更新されます。 

主要都市の推定震度 

揺れの大きい都市の最大観測震

度や 250ｍメッシュで推定され

た地域内の推定震度の頻度分布

を全人口のデータ等と併せて表

示します。 

震度の分布 

観測された震度やそれに基

づいて推定された震度分布

を表示します。観測震度デー

タは防災科研 K-NET,KiK-net

及び気象庁や地方公共団体

のデータを用いています。 

行政区ごとの震度遭遇人口 

震度 5弱以上、5強以上、6弱以上、6強

以上の揺れにどれくらいの人が遭遇した

可能性があるかを行政区別に地図と表で

表示します。 

この地域で起こった過去の主な

被害地震 

周辺地域で過去に発生した地震

を、被害の状況等と併せて年表で

表示します。 

J-SHIS※5 から公表している地震ハザー

ド情報 

周辺地域の地震ハザード情報（50年間

超過確率 2%と再現期間 5万年相当の震

度分布）を地図で表示します。 

震源情報 

対象となる地震の震源に関する情

報を表示します。 
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用語説明： 

※1「リアルタイム地震被害推定システム（ J
ジェイ

-RISQ
リ ス ク

）」 

地震発生直後に全国に設置された強震計（強い揺れを測ることのできる地震

計）等で観測される揺れの情報と、表層地盤の揺れやすさのデータや人口・建

物に関する情報等を用いて即時に被害状況を推定することを目指し、開発を進

めているシステムです。 

 

「強震計」： 

非常に強い地面の揺れまで振り切れることなく計測が可能な地震計であり、震

度計などがこの仲間に含まれます。防災科研では、２つの強震観測網（K-NET

および KiK-net）を設置・運用しています。 

 

・K-NETの概要：K-NET（Kyoshin Net：全国強震観測網）は防災科研が運用す

る全国を約 20km間隔で均質に覆う 1,000箇所以上の強震観測施設からなる強

震観測網であり、1996年（平成 8年）6月から運用を開始しています。地震被

害に直接結びつく地表の強震動を均質な観測条件で記録するために、各観測施

設は、一部の例外を除き統一した規格で建設され、自由地盤上（地表）に強震

計が設置されています。震度情報ネットワークの一部に組み入れられており、

観測された震度は気象庁に送られ、国や自治体の適切な初動体制の確立等に活

用されるほか、テレビ等で地震直後に報道されます。また、蓄積された強震記

録はデータベース化され、地震防災等の様々な実務や研究に役立てることがで

きます。 

・KiK-net の概要：KiK-net（Kiban-Kyoshin Network：基盤強震観測網）は、

全国にわたる総合的な地震防災対策を推進するために、政府の地震調査研究推

進本部が推進している「地震に関する基盤的調査観測計画」の一環として、防

災科研が高感度地震観測網（Hi-net）と共に整備した強震観測網です。KiK-net

の観測施設は、全国約 700箇所に配置され、各観測施設には観測用の井戸（観

測井）が掘削されており、地表と地中（井戸底）の 2箇所に強震計が設置され

ているのが特徴です。 

 

※2「震度遭遇人口」 

一定レベル以上の震度にどれくらいの人が遭遇した可能性があるかを、揺れの

情報と人口分布の情報を組み合わせることで推定した人口情報です。震度曝露

人口と言われる場合もあります。J-RISQ 地震速報では、地震の発生時刻を考

慮して、昼間人口と夜間人口を使い分けて推定しています。なお、人口データ
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につきましては、平成 17年国勢調査及び平成 18年事業所・企業統計調査結果

に基づいているもので、現在の人口分布と異なることに注意して下さい。 

 

※3「将来の揺れの超過確率」 

地震の発生確率とは違い、着目する地点において、その地点に影響を与える全

ての地震を考慮して、一定期間内に少なくとも一回地震動の強さがあるレベル

を超える確率のことです。地図で表す場合、地震動の強さを指定して超過確率

を表示させる場合と、逆に超過確率を指定して対応する地震動の強さを表示さ

せる場合があります。 

 

※4「地震ハザード情報」 

ある地点に対して影響を及ぼす全ての地震を考慮して、その地点が大きな地震

動に見舞われる危険度を評価した情報です。地震ハザード情報は、地点ごとに

ハザードカーブとして得られます。地点ごとに評価された地震ハザードをまと

めることにより、地図として表現することも可能です。地震ハザード評価にお

いては、地震の発生および各地点の揺れの予測に含まれる不確実性の評価が重

要です。 

 

※5「 J
ジェイ

-SHIS
シ ス

」 

防災科研が開発・運用を行っている地震ハザードステーションの名前です。地

震調査研究推進本部地震調査委員会が作成した「全国地震動予測地図」を、ウ

ェブ上でわかりやすく閲覧することができます。また、より専門的なデータの

利活用が可能なよう地震動予測地図のデータや計算に用いた断層モデル、地盤

モデル等をダウンロードすることも可能です。 

URL: http://www.j-shis.bosai.go.jp/ 


